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試験日程

推薦入試（Ⅰ期・Ⅱ期）
特待生推薦入試

入学定員・試験区分別募集人員

85人

125人

入学定員・試験区分別募集人員

一般入試（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）
センター試験利用入試（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）

各若干名
ＡＯ入試
社会人・帰国生徒・長期履修学生入試（Ⅰ期・Ⅱ期）

特待生一般入試
40人

試 験 地
試　　験　　区　　分 試　　　　験　　　　地

本学・都城・日向・那覇

本学・都城・日向

本学

個別学力検査は行いません

特待生推薦入試
ＡＯ入試①
推薦入試（Ⅰ期・Ⅱ期）
特待生一般入試
一般入試（Ⅰ期）
ＡＯ入試②③
一般入試（Ⅱ期・Ⅲ期）
ＡＯ入試④⑤
社会人・帰国生徒・長期履修学生入試（Ⅰ期・Ⅱ期）
センター試験利用入試（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）

試　験　区　分 出願期間（必着） 試 験 日 合格発表日 入学手続
締切日

推薦入試

特待生一般入試

特待生推薦入試

ＡＯ入試

一般入試

社会人・帰国生徒・
長期履修学生入試

センター試験
利用入試

Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期

①

②

③

④

⑤

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

10/  1（火）～10/10（木）

11/  1（金）～11/  8（金）

12/  9（月）～12/20（金）

2/25（火）～  3/  5（木）

　3/10（火）～  3/13（金）

1/14（火）～  1/31（金）

2/25（火）～  3/  9（月）

3/10（火）～  3/17（火）

10/  1（火）～10/10（木）

11/  1（金）～11/  8（金）

12/  9（月）～12/20（金）

1/14（火）～  1/29（水）

2/25（火）～  3/  5（木）

10/21（月）～11/  8（金）

2/25（火）～  3/  5（木）

10/20（日）

11/17（日）

1/12（日）

3/11（水）

3/18（水）

　　

－　　

　　

10/20（日）

11/17（日）

1/12（日）

2/  2（日）

3/11（水）

11/17（日）

3/11（水）

10/31（木）

11/27（水）

1/22（水）

3/16（月）

　3/24（火）

2/13（木）

3/16（月）

3/24（火）

10/31（木）

11/27（水）

1/22（水）

2/13（木）

3/16（月）

11/27（水）

3/16（月）

11/14（木）

12/12（木）

2/  5（水）

3/23（月）

3/27（金）

2/27（木）

3/23（月）

3/27（金）

11/14（木）

12/12（木）

2/  5（水）

2/27（木）

3/23（月）

12/12（木）

3/23（月）

1/14（火）～  1/29（水） 2/  2（日） 2/13（木） 2/27（木）

【入試に関する問い合わせ・出願受付】
南九州短期大学　学生支援課　　〒880－0032　宮崎県宮崎市霧島5丁目1番地2　　0985－83－3406

土日祝及び本学所定の休日（8月13日～8月22日、12月28日～1月4日）を除く8：30～17：00
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特待生推薦入試要項（指定校）

（1）特待生採用者は、入学金全額200,000円を免除します。（特待生採用者には特待生決定通知
　　　書を送付します。）
（2）特待生に採用されなかった場合でも、選考の上、成績が基準を満たしていれば合格とします。
（3）指定校からの合格者は全員、入学金半額100,000円を免除します。（指定校については、該
　　　当する各高校に通知します。）

特　　典１.

　集　合　　午前　9時
◆小論文　　午前　9時30分 ～ 10時30分（60分・600字）
◆面　接　　午前10時45分 ～ グループ面接

出願資格３.
出身高等学校長が特待生として特に推薦する者で、次の条件を満たす者
（1）2020年3月卒業見込みの者
（2）学業成績が優れた者（原則として、全体の評定平均値が3.5以上の者）、または学業以外（部活
　　　動・生徒会活動・各種検定等）において優れた成果を収めた者

出願書類５.
（1）

（2）
　

（3）

（4）

（5）

（6）

入 学 願 書

推 薦 書

調 査 書

入 学 検 定 料

　

受験票送付用封筒

写 真

９. 試験科目・試験時間

合格発表日　　2019年10月31日（木）
（1）合否結果は、本人および出身高等学校長宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

合格発表10.

入学手続締切日　　2019年11月14日（木）
詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

入学手続11.

選考方法４.

特待生採用人員２. 25人（指定校・公募合わせて）

小論文・面接および書類審査をあわせて総合的に判断します。

出願期間（期間内必着のこと）６.
2019年10月　1日（火）～ 2019年10月10日（木）

試 験 日７. 2019年10月20日（日）

試 験 地８. 本学・都城・日向・那覇

本学所定の用紙

本学所定の用紙（全体の評定平均値が3.5未満の場合、備考欄に理由
明記）

出身校にて作成し厳封されたもの

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）

本学所定のもの（住所・氏名明記、速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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特待生推薦入試要項（公募）

（1）特待生採用者は、入学金全額200,000円を免除します。（特待生採用者には特待生決定通知
　　　書を送付します。）
（2）特待生に採用されなかった場合でも、選考の上、成績が基準を満たしていれば合格とします。

特　　典１.

　集　合　　午前　9時
◆小論文　　午前　9時30分 ～ 10時30分（60分・600字）
◆面　接　　午前10時45分 ～ グループ面接

出願資格３.
出身高等学校長が特待生として特に推薦する者で、次の条件を満たす者
（1）2020年3月卒業見込みの者
（2）学業成績が優れた者（原則として、全体の評定平均値が3.5以上の者）、または学業以外（部活
　　　動・生徒会活動・各種検定等）において優れた成果を収めた者

出願書類５.
（1）

（2）
　

（3）

（4）

（5）

（6）

入 学 願 書

推 薦 書

調 査 書

入 学 検 定 料

　

受験票送付用封筒

写 真

９. 試験科目・試験時間

合格発表日　　2019年10月31日（木）
（1）合否結果は、本人および出身高等学校長宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

合格発表10.

入学手続締切日　　2019年11月14日（木）
詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

入学手続11.

選考方法４.

特待生採用人員２. 25人（指定校・公募合わせて）

小論文・面接および書類審査をあわせて総合的に判断します。

出願期間（期間内必着のこと）６.
2019年10月　1日（火）～ 2019年10月10日（木）

試 験 日７. 2019年10月20日（日）

試 験 地８. 本学・都城・日向・那覇

本学所定の用紙

本学所定の用紙（全体の評定平均値が3.5未満の場合、備考欄に理由
明記）

出身校にて作成し厳封されたもの

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）

本学所定のもの（住所・氏名明記、速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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◆面　接　　個人面接
　集合時間および試験開始時間は、受験票に記載します。

出願資格１.
出身高等学校長が推薦する者で、次の条件を満たす者
（1）2019年3月に卒業した者、または2020年3月卒業見込みの者
（2）全体の評定平均値が3.2以上の者、または人物、資質等において特に評定平均値に代えて評
　　  価すべき者

選考方法２.
面接および書類審査をあわせて総合的に判断します。

本学・都城・日向

出願書類３.
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

入 学 願 書

推 薦 書

調 査 書

入 学 検 定 料

　

受験票送付用封筒

写 真

試 験 地６.

７. 試験科目・試験時間

入学手続締切日　　Ⅰ期：2019年12月12日（木）
　　　　　　　　　Ⅱ期：2020年　2月　5日（水）
詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

入学手続９.

推薦入試（Ⅰ期・Ⅱ期）要項（指定校・公募）

Ⅰ期：2019年11月　1日（金）～ 2019年11月　8日（金）
Ⅱ期：2019年12月　9日（月）～ 2019年12月20日（金）

出願期間（期間内必着のこと）４.

Ⅰ期：2019年11月17日（日）
Ⅱ期：2020年　1月12日（日）

試 験 日５.

合格発表日　　Ⅰ期：2019年11月27日（水）
　　　　　　　Ⅱ期：2020年　1月22日（水）
（1）合否結果は、本人および出身高等学校長宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

合格発表８.

本学所定の用紙

本学所定の用紙（全体の評定平均値が3.2未満の場合、備考欄に理由明記）

出身校にて作成し厳封されたもの

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）

本学所定のもの（住所・氏名明記、速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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特待生一般入試要項

（1）特待生採用者は、入学金全額200,000円を免除します。（特待生採用者には特待生決定通知
　　  書を送付します。）
（2）特待生に採用されなかった場合でも、選考の上、成績が基準を満たしていれば合格とします。

特　　典１.

出願資格３.
次のいずれかの条件を満たす者
（1）高等学校を卒業した者、または2020年3月卒業見込みの者
（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者、または2020年3月修了見込みの者
（3）学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校卒業者と同等以上の学力があると認めら
　　  れる者

選考方法４.

特待生採用人員２.

出願書類５.
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

入 学 願 書

調 査 書

入 学 検 定 料

受験票送付用封筒

写 真

９. 試験教科（科目）・試験時間

合格発表日　　2020年　2月13日（木）
（1）合否結果は、本人宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

合格発表10.

入学手続締切日　　2020年　2月27日（木）
詳細については、合格者に通知します。納入金については、P16を参照してください。

入学手続11.

試　験　時　間試　　験　　教　　科　（科目）

9：30～11：30
時間配分は自由

国語（国語総合・国語表現）、英語（コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ）、
数学（数学Ⅰ）、地歴（日本史B）から2教科（科目）

若干名

学科試験2教科（科目）の成績で合否を決定します。

出願期間（期間内必着のこと）６.
2020年　1月14日（火）～ 2020年　1月29日（水）

試 験 日７. 2020年　2月　2日（日）

試 験 地８. 本学・都城・日向

◎配点は、１教科（科目）につき100点とする。
◎教科（科目）の選択は、試験当日、試験室において行う。
◎国語は古文・漢文を除く。

集合　午前9時

本学所定の用紙

出身校にて作成し厳封されたもの。ただし、高等学校卒業程度認定試
験および大学入学資格検定合格者は、合格成績証明書を提出すること。

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）※センター試験
利用入試（Ⅰ期）との同時出願可。受験料の減額措置があるのでP16を
参照すること。

本学所定のもの（住所・氏名明記、速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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一般入試（Ⅰ期）要項
出願資格１.
次のいずれかの条件を満たす者
（1）高等学校を卒業した者、または2020年3月卒業見込みの者
（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者、または2020年3月修了見込みの者
（3）学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校卒業者と同等以上の学力があると認めら
　　  れる者

選考方法２.

出願書類３.
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

入 学 願 書

調 査 書

入 学 検 定 料

受験票送付用封筒

写 真

７. 試験教科（科目）・試験時間

合格発表８.

入学手続締切日　　2020年　2月27日（木）
詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

入学手続９.

合格発表日　　2020年　2月13日（木）
（1）合否結果は、本人宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

集合　午前9時

学科試験1教科（科目）の成績で合否を決定します。

出願期間（期間内必着のこと）４.

2020年　1月14日（火）～ 2020年　1月29日（水）

試 験 日５. 2020年　2月　2日（日）

試 験 地６. 本学・都城・日向

◎配点は、１教科（科目）につき100点とする。
◎教科（科目）の選択は、試験当日、試験室において行う。
◎国語は古文・漢文を除く。

試　験　時　間試　　験　　教　　科　（科目）

9：30～10：30国語（国語総合・国語表現）、英語（コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ）、
数学（数学Ⅰ）、地歴（日本史B）から1教科（科目）

本学所定の用紙

出身校にて作成し厳封されたもの。ただし、高等学校卒業程度認定試
験および大学入学資格検定合格者は、合格成績証明書を提出すること。

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）※センター試験
利用入試（Ⅰ期）との同時出願可。受験料の減額措置があるのでP16を
参照すること。

本学所定のもの（住所・氏名明記、速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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一般入試（Ⅱ期・Ⅲ期）要項
出願資格１.
次のいずれかの条件を満たす者
（1）高等学校を卒業した者、または2020年3月卒業見込みの者
（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者、または2020年3月修了見込みの者
（3）学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校卒業者と同等以上の学力があると認めら
　　  れる者

選考方法２.

出願書類３.
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

入 学 願 書

調 査 書

入 学 検 定 料

受験票送付用封筒

写 真

７. 試験教科（科目）・試験時間

合格発表８.

入学手続締切日　　Ⅱ期：2020年　3月23日（月）
　　　　　　　　　Ⅲ期：2020年　3月27日（金）
詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

入学手続９.

合格発表日　　Ⅱ期：2020年　3月16日（月）
　　　　　　　Ⅲ期：2020年　3月24日（火）
（1）合否結果は、本人宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

出願期間（期間内必着のこと）４.

Ⅱ期：2020年　2月25日（火）～ 2020年　3月　5日（木）
Ⅲ期：2020年　3月10日（火）～ 2020年　3月13日（金）

試 験 日５. Ⅱ期：2020年　3月11日（水）
Ⅲ期：2020年　3月18日（水）

試 験 地６. 本学

小論文・面接および書類審査をあわせて総合的に判断します。

　集　合　　午前　9時
◆小論文　　午前　9時30分 ～ 10時30分（60分・600字）
◆面　接　　午前10時45分 ～ 個人面接

本学所定の用紙

出身校にて作成し厳封されたもの。ただし、高等学校卒業程度認定試
験および大学入学資格検定合格者は、合格成績証明書を提出すること。

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）※センター試験
利用入試（Ⅱ期・Ⅲ期）との同時出願可。受験料の減額措置があるので
P16を参照すること。

本学所定のもの（住所・氏名明記、速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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センター試験利用入試（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）要項

出願期間（期間内必着のこと）４.

出願資格１.
2020（令和2）年度大学入試センター試験で、本学が指定した教科・科目を受験した者で、次のい
ずれかの条件を満たす者
（1）高等学校を卒業した者、または2020年3月卒業見込みの者
（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者、または2020年3月修了見込みの者
（3）学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校卒業者と同等以上の学力があると認めら
　　  れる者

出願書類３.
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

入 学 願 書

調 査 書

入 学 検 定 料

受験票送付用封筒

写 真

５. 試験教科（科目）

選考方法２.

合格発表日　　Ⅰ期：2020年　2月13日（木）
　　　　　　　Ⅱ期：2020年　3月16日（月）
　　　　　　　Ⅲ期：2020年　3月24日（火）
（1）合否結果は、本人宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

合格発表６.

入学手続締切日　　Ⅰ期：2020年　2月27日（木）
　　　　　　　　　Ⅱ期：2020年　3月23日（月）
　　　　　　　　　Ⅲ期：2020年　3月27日（金）
詳細については、合格者に通知します。納入金については、P16を参照してください。

入学手続７.

（1）センター試験利用入試合格者で、120点以上（60％）以上の成績を取得した者について、入学
　　　金全額を免除します。
（2）センター試験利用入試合格者で、170点（85％）以上の成績を取得した者について、授業料の
　　　全額を免除します。（2年次以降については、条件を満たした場合継続します。継続条件は
　　　P15を参照。）
　※（1）と（2）は併用できません。

センター試験利用入試特待生制度８.

備　　　考試　　験　　教　　科　（科目）
3教科（科目）以上受験した場合は、
高得点の2教科（科目）を合否判定に
使用する。

国語、外国語（英語）、地歴・公民（世A、世B、日A、日B、
地A、地B、現社、倫理、政経、倫理・政経）、
数学（数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、簿記・会計）から2教科（科目）

Ⅰ期：2020年　1月14日（火）～ 2020年　1月31日（金）
Ⅱ期：2020年　2月25日（火）～ 2020年　3月　9日（月）
Ⅲ期：2020年　3月10日（火）～ 2020年　3月17日（火）

大学入試センター試験2教科（科目）の成績で合否を決定します。
本学独自の個別学力検査等は課しません。

◎国語は、200点を100点に換算する。
◎外国語は、リスニングテストを含む250点を100点に換算する。

本学所定の用紙

出身校にて作成し厳封されたもの。ただし、高等学校卒業程度認定試
験および大学入学資格検定合格者は、合格成績証明書を提出すること。

10,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）※特待生一般入
試、一般入試（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）との同時出願可。受験料の減額措置
があるのでP16を参照すること。

本学所定のもの（住所・氏名明記、速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）1枚
を入学願書に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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【ＡＯ（アドミッション・オフィス）入試の趣旨】
　ＡＯ（アドミッション・オフィス）入試は、個人の能力や適性、学習意欲などを総合的に判断
し、 合否を決定する入試制度です。
　本学のアドミッション・ポリシーと照らし合わせて、一人ひとりの能力や意欲を多面的、総合的
に判定します。南九州短期大学で学びたいという明確な意思と目的意識を持った人を求めます。
　なお、アドミッション・ポリシーについては、入試要項またはホームページで確認してください。

ＡＯ入試要項

出願資格１.
学業・スポーツ・社会活動などの分野で高い評価や資質を得た者、または本学を選択した理由
や、将来の夢や目標が明確である者で、次のいずれかの条件を満たす者
（1）高等学校を卒業した者、または2020年3月卒業見込みの者
（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者、または2020年3月修了見込みの者
（3）学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校卒業者と同等以上の学力があると認めら
　　  れる者

選考方法２.

出願書類３.
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

入 学 願 書

調 査 書

入 学 検 定 料

受験票送付用封筒

写 真

面接および書類審査をあわせて総合的に判断します。

【エントリー ～ 出願】

（Step.1　エントリー）
　AO入試エントリーシートを郵送またはFAXしてください。事前面談はオープンキャンパス、進
　学説明会、南九州短期大学見学（見学日は事前にご相談ください）のいずれかの際に行います。
　AO入試エントリーシートは面談希望日の7日前必着です。
　なお、土日祝及び本学所定の休日（8月13日～8月22日、12月28日～1月4日）は受付できません
　ので、余裕をもって提出してください。

（Step.2　事前面談日決定）
　AO入試エントリーシートに記入された連絡先に通知します。

（Step.3　事前面談）
　AO入試エントリーシートをもとに面談します。時間は30分程度です。本学で学びたいという気
　持ちや質問したいこと等をじっくりお話しください。なお、事前面談時には入学検定料は必要
　ありません。

（Step.4　出願）
　事前面談時にお渡しする【出願案内】に従い、出願してください。
　※必ず出願しなければならないわけではありません。

本学所定の用紙

出身校にて作成し厳封されたもの。ただし、高等学校卒業程度認定試
験および大学入学資格検定合格者は、合格成績証明書を提出すること。

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）

本学所定のもの（住所・氏名明記、速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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（1）合否結果は、本人宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

合格発表８.

詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

入学手続９.

試 験 地６. ＡＯ①　：本学、都城、日向、那覇
ＡＯ②③：本学、都城、日向
ＡＯ④⑤：本学

試　　験７. ◆面　接　　個人面接
　集合時間および試験開始時間は、受験票に記載します。

試 験 日５. ＡＯ①　2019年10月20日（日）
ＡＯ②　2019年11月17日（日）
ＡＯ③　2020年　1月12日（日）
ＡＯ④　2020年　2月　2日（日）
ＡＯ⑤　2020年　3月11日（水）

出願期間４. ＡＯ①　2019年10月　1日（火）～ 2019年10月10日（木）
ＡＯ②　2019年11月　1日（金）～ 2019年11月　8日（金）
ＡＯ③　2019年12月　9日（月）～ 2019年12月20日（金）
ＡＯ④　2020年　1月14日（火）～ 2020年　1月29日（水）
ＡＯ⑤　2020年　2月25日（火）～ 2020年　3月　5日（木）

合格発表日　　ＡＯ①　2019年10月31日（木）
　　　　　　　ＡＯ②　2019年11月27日（水）
　　　　　　　ＡＯ③　2020年　1月22日（水）
　　　　　　　ＡＯ④　2020年　2月13日（木）
　　　　　　　ＡＯ⑤　2020年　3月16日（月）

入学手続締切日　　ＡＯ①　2019年11月14日（木）
　　　　　　　　　ＡＯ②　2019年12月12日（木）
　　　　　　　　　ＡＯ③　2020年　2月　5日（水）
　　　　　　　　　ＡＯ④　2020年　2月27日（木）
　　　　　　　　　ＡＯ⑤　2020年　3月23日（月）

AO入試に関するお問い合わせ及びエントリーシート提出先

〒880-0032 宮崎県宮崎市霧島5丁目1番地2　TEL 0985-83-3406　FAX 0985-83-3383
土日祝及び本学所定の休日（8月13日～8月22日、12月28日～1月4日）を除く8：30～17：00

南九州短期大学 学生支援課

エントリーシートを郵送する場合は、封筒（市販のもの）の表に「AO入試エントリーシート在中」と朱書きしてください。
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出願期間（期間内必着のこと）５.

出願資格２.
2020年3月31日までに満20歳に達する者で、次のいずれかの条件を満たす者
（1）高等学校を卒業した者
（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者
（3）学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校卒業者と同等以上の学力があると認めら
　　  れる者

選考方法３.
小論文および面接をあわせて総合的に判断します。

特　　典１.
入学金200,000円を免除します。

出願書類４.
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

入 学 願 書

履 歴 書

卒 業 証 明 書

入 学 検 定 料

受験票送付用封筒

写 真

合格発表日　　Ⅰ期：2019年11月27日（水）
　　　　　　　Ⅱ期：2020年  3月16日（月）
（1）合否結果は、本人宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

合格発表９.

入学手続締切日　　Ⅰ期：2019年12月12日（木）
　　　　　　　　　Ⅱ期：2020年  3月23日（月）
詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

入学手続10.

社会人入試（Ⅰ期・Ⅱ期）要項

　集　合　　午前　9時
◆小論文　　午前　9時30分 ～ 10時30分（60分・600字）
◆面　接　　午前10時45分 ～ 個人面接

８. 試験科目・試験時間

Ⅰ期：2019年10月21日（月）～ 2019年11月　8日（金）
Ⅱ期：2020年  2月25日（火）～ 2020年  3月　5日（木）

試 験 日６. Ⅰ期：2019年11月17日（日）
Ⅱ期：2020年  3月11日（水）

試 験 地７. 本学

本学所定の用紙

本学所定の用紙

出身校にて作成し厳封されたもの。ただし、高等学校卒業程度認定試
験および大学入学資格検定合格者は、合格成績証明書を提出すること。

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）

本学所定のもの（住所・氏名明記・速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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出願期間（期間内必着のこと）４.

出願資格１.
日本の国籍を有し、海外在留が継続して1年以上あり、次のいずれかの条件を満たす者
（1）帰国後2年以内に日本の高等学校を卒業した者、または2020年3月卒業見込みの者
（2）外国において、日本の12年の学校教育に相当する教育課程を修了した者および修了見込み
　　  の者で、帰国後3年以内の者

選考方法２.
小論文・面接および書類審査をあわせて総合的に判断します。

出願書類３.
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

入 学 願 書

履 歴 書

調 査 書

入 学 検 定 料

受験票送付用封筒

写 真

合格発表８.

入学手続９.

帰国生徒入試（Ⅰ期・Ⅱ期）要項

　集　合　　午前　9時
◆小論文　　午前　9時30分 ～ 10時30分（60分・600字）
◆面　接　　午前10時45分 ～ 個人面接

７. 試験科目・試験時間

Ⅰ期：2019年10月21日（月）～ 2019年11月　8日（金）
Ⅱ期：2020年  2月25日（火）～ 2020年  3月　5日（木）

試 験 日５. Ⅰ期：2019年11月17日（日）
Ⅱ期：2020年  3月11日（水）

試 験 地６. 本学

合格発表日　　Ⅰ期：2019年11月27日（水）
　　　　　　　Ⅱ期：2020年  3月16日（月）
（1）合否結果は、本人宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

入学手続締切日　　Ⅰ期：2019年12月12日（木）
　　　　　　　　　Ⅱ期：2020年  3月23日（月）
詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

本学所定の用紙

本学所定の用紙

出身校にて作成し厳封されたもの。ただし、外国の学校を卒業した者
および卒業見込みの者は、卒業証明書または卒業見込証明書および成
績証明書を提出すること。

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）

本学所定のもの（住所・氏名明記・速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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出願資格１.
次のいずれかの条件を満たす者
（1）高等学校を卒業した者、または2020年3月卒業見込みの者
（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者、または2020年3月修了見込みの者
（3）学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校卒業者と同等以上の学力があると認めら
　　  れる者

選考方法３.
小論文・面接および書類審査をあわせて総合的に判断します。

履修期間２.

長期履修学生入試（Ⅰ期・Ⅱ期）要項

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

入 学 願 書

履 歴 書

調 査 書

入 学 検 定 料

受験票送付用封筒

写 真

出願書類４.

3年～6年間

出願期間（期間内必着のこと）５.

合格発表９.

入学手続10.

　集　合　　午前　9時
◆小論文　　午前　9時30分 ～ 10時30分（60分・600字）
◆面　接　　午前10時45分 ～ 個人面接

８. 試験科目・試験時間

Ⅰ期：2019年10月21日（月）～ 2019年11月　8日（金）
Ⅱ期：2020年  2月25日（火）～ 2020年  3月　5日（木）

試 験 日６. Ⅰ期：2019年11月17日（日）
Ⅱ期：2020年  3月11日（水）

試 験 地７. 本学

合格発表日　　Ⅰ期：2019年11月27日（水）
　　　　　　　Ⅱ期：2020年  3月16日（月）
（1）合否結果は、本人宛に郵送します。
（2）電話による合否の問い合わせには一切応じません。

入学手続締切日　　Ⅰ期：2019年12月12日（木）
　　　　　　　　　Ⅱ期：2020年  3月23日（月）
詳細については、合格者に通知します。
納入金については、P16を参照してください。

本学所定の用紙

本学所定の用紙

出身校にて作成し厳封されたもの。ただし、高等学校卒業程度認定試
験および大学入学資格検定合格者は、合格成績証明書を提出すること。

26,000円　郵便局で普通為替証書（受取人欄等には一切記入しないこ
と）に換えて出願書類に同封すること。（窓口持参については、現金で
も可。ただし、土日祝および本学所定の休日を除く。）

本学所定のもの（住所・氏名明記・速達料相当切手〈※362円〉貼付）

最近3か月以内に撮影した上半身正面無帽の写真（縦4cm×横3cm）2枚
を入学願書および受験票に貼付すること。

※消費税増税により料金の値上げが予定され
　てます。出願時に料金をご確認ください。
　（定型郵便物25g以内＋速達）
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受験上及び修学上の配慮や支援が必要な入学志願者の事前相談について

　本学に入学を志願する者で、身体に障害等（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱、発達障害、その他）
があり、受験上及び修学上の配慮や支援が必要な場合は、以下により相談してください。
　なお、相談の時期、内容によっては、本学の受験や入学後に，希望される配慮や支援が講じられない場
合もありますので、可能な限り早めに相談してください。
　また、期限後に本学を志願することになった場合及び不慮の事故等により身体に障害を有することと
なった場合は、その時点で速やかに相談してください。

　相談書（様式任意）に加え、医師の診断書及び身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳等を有する
者は、その写しを添えて提出してください。必要な場合には、本学において志願者又はその立場を代弁
し得る出身学校関係者等との面談等を行います。

●ＡＯ入試………………エントリーシート提出前まで
●その他の入試…………それぞれの出願開始一ヶ月前まで

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）

入学志願者氏名、フリガナ、性別、住所、電話番号（平日の8：30～17：00に連絡のとれる電話番号）
志望コース、入試区分（日程）
障害の種類、程度
受験上の配慮を希望する事項
修学上の配慮を希望する事項
在学（出身）学校でとられていた配慮
日常生活の状況

1　相談の方法

2　相談書の提出期限

3　相談書の提出先

〒880-0032　宮崎県宮崎市霧島5丁目1番地2　　南九州短期大学　学生支援課
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特待生・入学金免除制度等について

● 指定校入学金半額免除制度
指定校から特待生推薦入試を受験した場合、特待生に採用されなくても、合格者全員入学金半額
（100,000円）を免除します。

● 社会人入試特待生制度
社会人入試の合格者は全員入学金全額（200,000円）を免除します。

● 沖縄県および鹿児島県諸島入学金全額免除制度
沖縄県および鹿児島県諸島の指定校から特待生推薦入試を受験した場合、特待生に採用されなくても、
合格者全員入学金全額（200,000円）を免除します。

● 南九州学園入学金全額免除制度
次のいずれかに該当する者は、入学金全額（200,000円）を免除します。該当者は入学手続き時に申請
してください。

（1）

（2）

（3）

本学または南九州大学のいずれかに入学したことのある者

親および兄弟姉妹が、本学または南九州大学のいずれかに入学したことのある者

入学予定年度に複数の兄弟姉妹が同時に本学または南九州大学のいずれかに入学するときは、
これらの者のうち後順位の者

センター試験利用入試合格者で、120点以上（60％）以上の成績を取得した者について、入学金
全額（200,000円）を免除します。

センター試験利用入試合格者で、170点（85％）以上の成績を取得した者について、授業料の全
額（850,000円）を免除します。（2年次以降については、条件を満たした場合継続します。）

（1）

（2）

● センター試験利用入試特待生制度

※（1）と（2）は併用できません。

＜2年次の継続条件＞

※特待生・免除制度等は併用できません。

● 資格スカラシップ制度（全入試に適用）
下記資格を取得した者で、評定平均値が3.5以上の入学試験合格者は入学金全額200,000円を免除し
ます。本学所定の用紙による申請が必要となります。詳細は巻末の資格スカラシップ制度申請書を
確認してください。

・全商検定1級三種目以上の合格者　
・農業技術検定3級以上の合格者
・全国家庭科技術検定1級二種目以上の合格者
・ジュニアマイスター（ゴールドまたはシルバー）称号授与資格者
・食品技能検定（1類、2類、3類、HACCPの内2つ以上）の合格者
・ITパスポート試験の合格者
・実用英語技能検定2級以上の合格者
・日本漢字能力検定2級以上の合格者
・秘書検定（実務技能検定協会）2級以上の合格者
・日商簿記検定2級以上の合格者

4月1日現在で選考し、①及び②を満たすこと
①修得単位（卒業要件単位）が40単位以上
　※留学コースについては前期及び留学先の秋学期単位で換算して30単位以上とする。
②成績が学科の上位10％以内
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納入金について
◎入学手続時には、次の1．学納金（第1回）と2．委託徴収金を合わせた額を納入してください。

◎授業料には、施設設備費が含まれています。
◎長期履修学生の授業料（年間）は、2年間の総額を履修年で割った金額とします。
◎在学中に授業料の改定が行われた場合は、改定時から新授業料が適用されます。

入学辞退について
　入学手続き完了者が入学辞退をする場合は、2020年3月31日（火）までに入学辞退届を提出して
ください。納入金のうち、入学金を除いた額を返還いたします。
　手続き方法につきましては、学生支援課へお問い合わせください。

◎保護者会費・学生会費については、2年次も納入してください。
◎保護者会費中には、学生教育研究災害傷害保険料が含まれて
　います。
◎生協加入金は、卒業時に返還します。

学 納 金 （単位：円）１.

入　学　金

内訳

納入法

第 ２ 回第 １ 回

初　　　　　　年　　　　　　度年　　度

納　　入　　額
年　　間　　計

授　業　料

納　入　期 10月1日入学手続時

委託徴収金２.

200,000

432,000

200,000

864,000432,000

入学手続時

保護者会費

学 生 会 費

12,000円

15,000円

生協加入金 10,000円

内訳
金額

年　　間　　計

2　　年　　次

864,000

合　　　計 632,000 1,064,000432,000 864,000

入学検定料の減額について
複数の試験区分を同時に出願する場合、入学検定料については次のように減額します。
　※出願書類は出願用封筒にすべてまとめて提出してください。なお、入学願書（写真貼付）・調査書
　　等はそれぞれ試験区分ごとに必要ですが、受験票送付用封筒は1枚だけ同封してください。

留学支援奨学制度について
単位認定留学の参加学生に対し、留学中の学納金のうち200,000円を免除します。

（1）
（2）
（3）

特待生一般入試または一般入試（Ⅰ期）・センター試験利用入試（Ⅰ期）
一般入試（Ⅱ期）・センター試験利用入試（Ⅱ期）
一般入試（Ⅲ期）・センター試験利用入試（Ⅲ期）

……… 31,000円
………………………………… 31,000円
………………………………… 31,000円

学校法人南九州学園災害等罹災者学納金減免制度について
　本学では「災害対策基本法」に定める災害の罹災及びそれに準ずる事態等を原因とする経済的困
窮により、学納金の支払いが著しく困難であると認められる入学希望者に対して、入学検定料及び
学納金を免除する制度があります。

（1）入学検定料

詳細につきましては、学生支援課へお問い合わせください。

出願時に、願書の申請欄に○印を記入の上、罹災証明書を添付してください。
なお、申請者は入学検定料を同封しないようにしてください。

（2）入学金及び年間授業料（罹災状況により全額又は半額）
入学後に、減免申請書及び本学の請求する書類を提出してください。

お問い合わせ
南九州短期大学　学生支援課　TEL 0985-83-3406

土日祝及び本学所定の休日（8月13日～8月22日、12月28日～1月4日）を除く8：30～17：00
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試験場案内

〒880－0032
宮崎県宮崎市霧島5丁目1番地2
TEL　０９８５－８３－２１００（代）

交通案内
◎JR宮崎神宮駅から徒歩20分
◎宮崎交通バス　霧島4丁目から徒歩1分

南九州短期大学
本　学

南 九 州
短期大学

県総合博物館

宮崎神宮

県立宮崎病院

県総合文化公園

神宮西町

霧島4丁目

至延岡

至県庁

JR
宮崎神宮

JR
宮崎駅至都城

至平和台

国
道
10
号
線

都　城

〒885－0035
宮崎県都城市立野町3764－1
TEL　０９８６－２１－２１１１（代）

交通案内
◎宮崎交通バス　大学前から徒歩1分

南九州大学　都城キャンパス

日　向

都城泉ヶ丘高

妻ヶ丘中

東小

都城商高

〒

祝吉中

日豊本線

国立都城病院

万葉植物園

早水公園

都城総合運動公園

都城駅

南九州大学
都城キャンパス

33

108

269

〒883－0045
宮崎県日向市本町11－5
TEL　０９８２－５２－８１５１

交通案内
◎JR日向駅から徒歩7分

日向第一ホテル
那　覇

〒900－0025
沖縄県那覇市壺川3－3－19
TEL　０９８－８５５－７１１１

交通案内
◎ゆいレール　壺川から徒歩1分

メルキュールホテル沖縄那覇

10

ト
ラ
イ
ア
ル

日
向
駅

フ
タ
タ

日
向
署

〒

日向市役所

ホテルメリッサ日向

日向第一ホテル

331

奥武山公園陸上競技場

コンビニ

国　場　川

那覇中央
郵便局

壺川壺川

ゆ
い
レ
ー
ル

メルキュールホテル
沖縄那覇
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入学願書記入上の注意事項について
入学願書は、試験区分ごとに異なります。所定の用紙を使用してください。

入学願書は、必ず自筆ではっきりとていねいに記入してください。

各票の記入にあたっては、黒のインクまたはボールペンを使用してください。

漢字は楷書、数字はすべて算用数字（１．２．３．……）を使用してください。

受験票は、切り離さないで提出してください。

一度提出した出願書類並びに入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。
入学願書提出後の試験地等の変更は認めません。

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

入学願書記入について
志願する入試種別の欄に○印を記入すること。（特待生推薦入試は不要）

希望する試験地の欄に○印を記入すること。

戸籍簿の氏名を記入すること。フリガナはカタカナで記入すること。

該当する欄に○印を記入すること。

西暦で記入すること。

自宅住所を記入すること。

平日の8：30～17：00に連絡のとれる電話番号を記入すること。

所在地の都道府県名、高等学校名を記入し、設置種類の欄に○印を記入する
こと。なお、コードについては、P23～25の高等学校コード表を参照の
上、出身高校のコード番号を記入すること。（九州・沖縄地区以外の場合、
コード番号の記入不要）

該当する欄に○印を記入すること。

該当する欄に○印を記入すること。
　　普　通＝普通科
　　理　数＝理数科
　　農　業＝園芸科、造園科、食品化学科、農業経済科などの農業に関する
　　　　　　学科
　　工　業＝工業科、電気科、機械科、土木科などの工業に関する学科
　　商　業＝商業科、経理科、会計科などの商業に関する学科
　　総　合＝総合学科
　　その他＝英語科、体育科、食物科、被服科など

該当する欄に○印または卒業年月を記入すること。

該当者は○印を記入すること。また、罹災証明書を添付すること。
　

センター試験利用入試を志願する者は、大学入試センター発行の成績請求票
（私立短期大学用）をこの枠内に全面貼付すること。

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

11．

12．
　

13．

入 試 種 別

試 験 地

氏 名

性 別

生 年 月 日

通 知 先 住 所

連絡先電話番号

出 身 高 等 学 校

出 身 課 程

出 身 学 科

卒 業 年

災 害 等 罹 災 者
学納金減免制度

セ ン タ ー 試 験
成 績 請 求 票

個人情報の取り扱いについて
入学願書に基づいて登録された個人情報（住所・氏名・電話番号等出願書類記載事項）は、「南九州学園
個人情報の保護に関する規程」に基づき、次の事項について利用します。

個人を特定しない各種統計資料作成３.

入学試験実施１. （1）受験票送付
（2）受付票

合 格 発 表２. （1）合格掲示（受験番号のみ）
（2）合否通知（推薦入試の受験者は、出身校への通知を含む。）送付
（3）入学手続書類送付（大学生協・同窓会案内を含む。）
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入学願書記入例

切　

り　

離　

さ　

な　

い　

こ　

と

推薦入試（Ⅰ期・Ⅱ期） （指定校・公募共通） 

特待生推薦入試 （指定校・公募共通）

切　

り　

離　

さ　

な　

い　

こ　

と

切　

り　

離　

さ　

な　

い　

こ　

と

指・公

2020年度　南九州短期大学　特待生推薦　入学願書 南九州短期大学受験票
特待生推薦

学　　科　　名 国際教養学科

受　験　番　号
（記入しない）

連絡先電話番号

出 身 課 程
（○印を付ける）

出 身 学 科
（○印を付ける）

災害等罹災者
学納金減免制度
該当する者は
○印を付ける（　　　）

設　　　　　置
（○印を付ける）

通 知 先 住 所

〒 都道府県

（自　宅）

（　　　　　）　　　　－

氏　　　名

試　験　地
（○印を付ける）

都　　城
本　　学

日　　向
那　　覇

フリガナ

漢 字
姓 名

出　身　高　等　学　校

都道府県立
国　　　立

高等学校高　　校　　名

所　　在　　地

コ　　ー　　ド

都道府県

市 町 村 立
私　　　立

定 時 制
全 日 制

通 信 制
理　　数
普　　通

商　　業
総　　合

農　　業
工　　業

そ の 他

写 真 貼 付

写 真 貼 付

本票にて、入学検定料領収証とする。

性　　別
（○印を付ける）

女
男

氏
　

　
名

フリガナ

漢　字

学　　科 国際教養学科

領 収 印

試 験 地

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

（入学願書と同じ）

※裏面記入

※
裏
面
を
確
認
す
る
こ
と
。

受験番号
（記入しない）

指・公

生　年　月　日 年　　　月　　　日
（西暦）

2020年度　南九州短期大学　推薦　　Ⅰ期　　Ⅱ期　入学願書 推薦 　　Ⅰ期　　Ⅱ期

卒　業　年
（○印を付ける）

２０１９
２０２０

南九州短期大学受験票

受　験　番　号
（記入しない）

連絡先電話番号

出 身 課 程
（○印を付ける）

出 身 学 科
（○印を付ける）

設　　　　　置
（○印を付ける）

通 知 先 住 所

〒 都道府県

（自　宅）

（　　　　　）　　　　－

氏　　　名

試　験　地
（○印を付ける）

都　　城
本　　学

日　　向

フリガナ

漢 字
姓 名

出　身　高　等　学　校

都道府県立
国　　　立

高等学校高　　校　　名

所　　在　　地

コ　　ー　　ド

都道府県

市 町 村 立
私　　　立

定 時 制
全 日 制

通 信 制

そ の 他
高卒認定

理　　数
普　　通

商　　業
総　　合

農　　業
工　　業

そ の 他

写 真 貼 付

写 真 貼 付

本票にて、入学検定料領収証とする。

性　　別
（○印を付ける）

女
男

領 収 印

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

（入学願書と同じ）

学　　科　　名 国際教養学科

※裏面記入

氏
　

　
名

フリガナ

漢　字

学　　科 国際教養学科

試 験 地

※
裏
面
を
確
認
す
る
こ
と
。

受験番号
（記入しない）

指・公指・公

生　年　月　日 年　　　月　　　日
（西暦）

災害等罹災者
学納金減免制度
該当する者は
○印を付ける（　　　）



̶　　̶20

一般入試

切　

り　

離　

さ　

な　

い　

こ　

と

センター試験利用入試

切　

り　

離　

さ　

な　

い　

こ　

と

2020年度　南九州短期大学　一般　入学願書 南九州短期大学受験票
一般

受　験　番　号
（記入しない）

連絡先電話番号

出 身 課 程
（○印を付ける）

出 身 学 科
（○印を付ける）

設　　　　　置
（○印を付ける）

通 知 先 住 所

〒 都道府県

（自　宅）

（　　　　　）　　　　－

氏　　　名

試　験　地
（○印を付ける）

都　　城
本　　学

日　　向

フリガナ

漢 字
姓 名

出　身　高　等　学　校

都道府県立
国　　　立

高等学校高　　校　　名

所　　在　　地

コ　　ー　　ド

都道府県

市 町 村 立
私　　　立

定 時 制
全 日 制

通 信 制

そ の 他
高卒認定

理　　数
普　　通

商　　業
総　　合

農　　業
工　　業

そ の 他

写 真 貼 付

写 真 貼 付

本票にて、入学検定料領収証とする。

性　　別
（○印を付ける）

女
男

氏
　

　
名

フリガナ

漢　字

学　　科 国際教養学科

領 収 印

試 験 地

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

（入学願書と同じ）

卒　業　年
（○印を付ける）

２０１９
２０１８
２０１７
2016以前
高卒認定

２０２０

学　　科　　名 国際教養学科

※裏面記入

※
裏
面
を
確
認
す
る
こ
と
。

特待生 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期
特待生 Ⅰ期
Ⅱ期 Ⅲ期

受験番号
（記入しない）

生　年　月　日 年　　　月　　　日
（西暦）

災害等罹災者
学納金減免制度
該当する者は
○印を付ける（　　　）

※Ⅱ・Ⅲ期は本学のみ

※Ⅱ・Ⅲ期は本学のみ

2020年度　南九州短期大学　センター試験利用　入学願書 南九州短期大学受験票
センター試験利用

受　験　番　号
（記入しない）

連絡先電話番号

出 身 課 程
（○印を付ける）

出 身 学 科
（○印を付ける）

設　　　　　置
（○印を付ける）

通 知 先 住 所

〒 都道府県

（自　宅）

（　　　　　）　　　　－

氏　　　名

学　　科　　名 国際教養学科

フリガナ

漢 字
姓 名

出　身　高　等　学　校

都道府県立
国　　　立

高等学校高　　校　　名

所　　在　　地

コ　　ー　　ド

都道府県

市 町 村 立
私　　　立

定 時 制
全 日 制

そ の 他

通 信 制
高卒認定

理　　数
普　　通

商　　業
総　　合

農　　業
工　　業

そ の 他

写 真 貼 付

性　　別
（○印を付ける）

女
男

氏
　

　
名

フリガナ

漢　字

学　　科 国際教養学科

Ⅰ期

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

卒　業　年
（○印を付ける）

２０１９
２０１８
２０１７
2016以前
高卒認定

２０２０

本票にて、入学検定料領収証とする。

領 収 印

私 私 立 短 期 大 学 用
センター試験成績請求票

大学入試センター試験受験票を
受領した際に交付を受けた成績
請求票（私立短期大学用）をこの
枠内に全面貼付すること。

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期
Ⅱ期 Ⅲ期

受験番号
（記入しない）

生　年　月　日 年　　　月　　　日
（西暦）

災害等罹災者
学納金減免制度
該当する者は
○印を付ける（　　　）

宮　崎

宮崎
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切　

り　

離　

さ　

な　

い　

こ　

と

ＡＯ入試

切　

り　

離　

さ　

な　

い　

こ　

と

社会人・帰国生徒・長期履修学生入試

2020年度　南九州短期大学　入学願書 南九州短期大学受験票

受　験　番　号
（記入しない）

連絡先電話番号

出 身 課 程
（○印を付ける）

出 身 学 科
（○印を付ける）

設　　　　　置
（○印を付ける）

通 知 先 住 所

〒 都道府県

（自　宅）

（　　　　　）　　　　－

氏　　　名
フリガナ

漢 字
姓 名

出　身　高　等　学　校

都道府県立
国　　　立

高等学校高　　校　　名

所　　在　　地

コ　　ー　　ド

都道府県

市 町 村 立
私　　　立

定 時 制
全 日 制

通 信 制

そ の 他
高卒認定

理　　数
普　　通

商　　業
総　　合

農　　業
工　　業

そ の 他

写 真 貼 付

写 真 貼 付

本票にて、入学検定料領収証とする。

性　　別
（○印を付ける）

女
男

領 収 印

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

（入学願書と同じ）

学　　科　　名 国際教養学科

※裏面記入

ＡＯ

氏
　

　
名

フリガナ

漢　字

学　　科 国際教養学科

※
裏
面
を
確
認
す
る
こ
と
。

受験番号
（記入しない）

卒 業 年 月

年　　月
卒業

卒業見込み

（西暦）

① ② ③ ④ ⑤
③A O
① ②

④
⑤

試　験　地

※出願案内に記載された試験地を記入すること

生　年　月　日 年　　　月　　　日
（西暦）

災害等罹災者
学納金減免制度

（該当する者は○印を付ける）

試 験 地
※出願案内に記載された試験地を記入すること

2020年度　南九州短期大学　入学願書 南九州短期大学受験票

受　験　番　号
（記入しない）

連絡先電話番号

出 身 課 程
（○印を付ける）

出 身 学 科
（○印を付ける）

設　　　　　置
（○印を付ける）

通 知 先 住 所

〒 都道府県

（自　宅）

（　　　　　）　　　　－

氏　　　名
フリガナ

漢 字
姓 名

出　身　高　等　学　校

都道府県立
国　　　立

高等学校高　　校　　名

所　　在　　地

コ　　ー　　ド

都道府県

市 町 村 立
私　　　立

定 時 制
全 日 制

通 信 制

そ の 他
高卒認定

理　　数
普　　通

商　　業
総　　合

農　　業
工　　業

そ の 他

写 真 貼 付

写 真 貼 付

本票にて、入学検定料領収証とする。

性　　別
（○印を付ける）

女
男

領 収 印

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

1.上半身正面無帽

2.最近３か月以内
　撮影のもの

3.サイズ4.0×3.0cm

（入学願書と同じ）

学　　科　　名 国際教養学科

※裏面記入

（○印を付ける）

長期履修学生
希望履修期間

３
４
５
６

社会人Ⅰ期
社会人Ⅱ期

帰国生徒Ⅰ期 長期履修学生Ⅰ期
帰国生徒Ⅱ期 長期履修学生Ⅱ期

氏
　

　
名

フリガナ

漢　字

学　　科 国際教養学科

試 験 地

※
裏
面
を
確
認
す
る
こ
と
。

受験番号
（記入しない）本　　学

本　　学

試　験　地

社会人Ⅰ期 社会人Ⅱ期
帰国生徒Ⅰ期
長期履修学生Ⅰ期

帰国生徒Ⅱ期
長期履修学生Ⅱ期

生　年　月　日 年　　　月　　　日
（西暦）

卒 業 年 月

年　　月
卒業

卒業見込み

（西暦）

災害等罹災者
学納金減免制度

（該当する者は○印を付ける）
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出身高校一覧

クラーク記念国際

大宮西

日本放送協会学園

袋井

矢部　球磨商業　文徳

宇佐　大分鶴崎　日田　府内

高千穂　延岡　延岡工業　延岡商業　延岡青朋　門川　富島　日向工業　日向　都農

高鍋　妻　西都商業　本庄　宮崎大宮　宮崎工業　宮崎南　宮崎西　宮崎海洋　宮崎商業

宮崎農業　宮崎東　福島　日南　都城泉ケ丘　都城農業　都城西　都城商業　高城　小林

飯野　宮崎北　佐土原　延岡星雲　小林秀峰　日南振徳　宮崎学園　宮崎日本大学　鵬翔

日章学園　宮崎第一　延岡学園　都城東　日南学園　日向学院　聖心ウルスラ学園　都城

聖ドミニコ学園

加世田　川辺　川内　串良商業　国分中央　鹿屋女子　徳之島　鹿児島情報　鳳凰

神村学園高等部　末吉　志布志　鹿屋農業

北中城　コザ

＜北海道＞

＜埼　玉＞

＜東　京＞

＜静　岡＞

＜熊　本＞

＜大　分＞

＜宮　崎＞

＜鹿児島＞

＜沖　縄＞
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◎本表は「出身高等学校コード」欄の記入に用いてください。
◎本表のコード番号は、「平成31年度大学入試センター試験受験案内」から引用したものです。

高等学校コード表
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　高等学校卒業程度認定試験等、外国の学校等、文部科学大臣の指定した者、認定、
在外教育施設、専修学校の高等課程

高等学校卒業程度認
定試験51000K

外国の学校等52000E

53000A
文部科学大臣の指定
した者

認　　定54000F

在外教育施設55000A

56000G

高等学校卒業程度認定試験に合格した者及び2020年3月31日までに
合格見込みの者

大学入学資格検定 大学入学資格検定に合格した者

専修学校の高等課程
専修学校の高等課程を修了した者及び2020年3月31日までに修了見
込みの者

大学において、個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同
等以上の学力があると認めた者で、2020年3月31日までに18歳に達
するもの

いわゆる「飛び入学」で大学に入学した者（学校教育法第90条第2項の
規定により大学に入学した者）であって、当該者をその後に入学させ
る大学において、大学における教育を受けるにふさわしい学力がある
と認めたもの

外国において、学校教育における12年の課程を修了した者及び2020
年3月31日までに修了見込みの者、又はこれに準ずる者で文部科学大
臣の指定したもの

海技教育機構（旧海員学校）の本科を卒業した者及び2020年3月卒業見
込みの者、国際バカロレア資格取得者、アビトゥア資格取得者、バカ
ロレア資格（フランス共和国）取得者等

文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有す
るものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者
及び2020年3月31日までに修了見込みの者
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小 論 文

課題　　「自分を見つめ直す」ことについて、あなたの考えを600字以内で述べなさい。

特待生推薦入試 （60分・600字）

2019年度入学試験問題
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国
　
　
語

① 文 化 は 、 環 境 な ど さ ま ざ ま な 条 件 の も と で 、 そ し て 長 い 歴 史 の な か で 作 り あ げ ら れ て き た も の で あ り 、 そ れ ぞ れ に 独 自 の

内 容 を も つ 。 そ れ ぞ れ の 文 化 は そ の な か で 生 き る 人 々 の も の の 見 方 や 価 値 観 に 結 び つ い て い る 。 そ の た め に わ た し た ち は 、

異 な っ た 文 化 に 出 会 っ た と き 、 し ば し ば そ の 違 い に 驚 か さ れ る こ と が あ る 。 た と え ば 外 国 に 出 か け た と き に 、 あ る 種 類 の 肉

を 絶 対 に 口 に し な い 人 や 、 外 出 す る と き 必 ず 頭 に か ぶ り も の を す る 人 に 出 会 う が 、 そ の （ ａ ） ゲ ン カ ク な 意 志 に は い つ も 驚

か さ れ る 。

② ふ り 返 っ て み れ ば 、 明 治 の 初 め 、 西 洋 文 化 に 出 会 っ た と き の 人 々 の 驚 き は き わ め て 大 き な も の で あ っ た と 考 え ら れ る 。 産

業 や 軍 事 に 関 わ る 技 術 、 議 会 や 学 校 、 郵 便 な ど の 制 度 、 洋 服 や 断 髪 と い っ た 風 俗 な ど 、 す べ て の も の が 驚 き の 対 象 で あ っ た

に ち が い な い 。 福 沢 諭 吉 は 幕 末 か ら 明 治 の 初 め に か け て 刊 行 し た 『 西 洋 事 情 』 の 初 編 の （ ｂ ） ボ ウ ト ウ で 「 文 明 の 政 治 」 に つ い

て 論 じ 、 そ れ に 求 め ら れ る 第 一 の 要 件 と し て 「 自 主 任 意 」 を 挙 げ た 。liberty, freedom と い う 言 葉 を 福 沢 は こ の よ う に 訳 し

た の で あ る が 、 そ れ を 、 国 法 が 寛 か で 人 を （ ｃ ） ソ ク バ ク し な い こ と 、 ま た 人 が 貴 賤 の 区 別 な く 、 み ず か ら の 意 思 に 従 っ て 職

業 に 従 事 し 、 み ず か ら の 才 能 や 力 を 発 揮 す る こ と と 説 明 し て い る 。『 西 洋 事 情 』 の ボ ウ ト ウ で 福 沢 が 「 自 由 」 に つ い て 論 じ た

こ と は 、 福 沢 が そ こ に 日 本 の 政 治 や 社 会 と 西 洋 の そ れ と の あ い だ の も っ と も 大 き な 違 い を 見 て い た こ と を 示 し て い る 。 日

本 の 近 代 の 歴 史 は 、 こ の 明 治 の 人 々 が 抱 い た （ １ ） 驚 き を 消 化 し 、 自 己 の う ち に 内 化 し て い く プ ロ セ ス で あ っ た と 言 っ て も

よ い か も し れ な い 。

③ 文 化 の 出 会 い が も つ 意 味 は 、 何 よ り 、 わ た し た ち を 、 自 己 自 身 の 文 化 の 枠 組 み の な か で は 見 え な い も の 、 つ ま り 異 な っ た

も の の 見 方 や 世 界 観 に 目 を 向 け さ せ る と い う 点 に あ る 。 わ た し た ち は （ ２ ） そ れ に 驚 い た り 、 あ る い は そ れ に よ っ て 自 分 の

世 界 観 を 揺 さ ぶ ら れ た り す る こ と を 通 し て 、 み ず か ら を （ ｄ ） カ エ リ ミ ル 目 と 、 他 者 に 対 す る 共 感 の 心 と を 養 っ て き た 。 そ の

こ と を 通 し て わ た し た ち は わ た し た ち の 文 化 を い っ そ う 豊 か な も の に す る と と も に 、 他 者 と の 共 存 の （ ｅ ） キ バ ン を 形 成 し

て き た の で あ る 。 他 者 と の 出 会 い こ そ が 、 わ た し た ち が わ た し た ち の 文 化 を 豊 か に す る 源 泉 で も あ っ た と 言 う こ と が で き

る 。
④ し か し 、 い ま 、 そ の よ う な （ ３ ） わ た し た ち が 長 い 時 間 を か け て 作 り あ げ て き た 営 み が 大 き な 危 機 に 直 面 し て い る 。 そ れ

は 、 い ま 世 界 全 体 を 覆 っ て い る グ ロ ー バ ル 化 の 波 と 深 く 関 わ っ て い る 。 グ ロ ー バ ル 化 は 多 く の 利 便 を も た ら し は し た が 、 し

か し 他 方 で 、 わ た し た ち の 社 会 の な か に 多 く の 問 題 を 引 き お こ し つ つ あ る 。

⑤ 人 々 の 関 心 が た だ 経 済 的 な 利 益 を 追 求 す る こ と に の み 向 け ら れ る よ う に な っ た こ と が 、 い ち ば ん 大 き な 問 題 で あ る と 言

え る か も し れ な い 。 そ し て 、 な り ふ り か ま わ な い 利 益 追 求 に よ っ て 、 さ ま ざ ま な 場 所 で 格 差 が 生 ま れ 、 対 立 や 軋 轢 が 生 ま れ

て い る 。 そ れ は 先 進 国 で も 途 上 国 で も か わ ら な い 。 民 族 や 宗 教 、 肌 の 色 や 性 別 、 政 治 的 な 見 解 な ど 、 さ ま ざ ま な 観 点 か ら 異 質

な も の を 発 見 し 、 そ の 「 他 者 」 を 誹 り 、 排 斥 す る こ と で 、 自 分 自 身 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ や 存 在 意 義 を 確 認 し よ う と す る 風 潮 が

生 ま れ て い る 。

⑥ こ の よ う な 状 況 の な か で 、 文 化 と 文 化 、 民 族 と 民 族 、 宗 教 と 宗 教 の あ い だ の 溝 が い っ そ う 深 く な る 方 向 へ と 動 き 始 め て い

る 。 長 い 時 間 を か け て 作 り あ げ ら れ て き た 文 化 や 、 他 者 と の 共 存 の 営 み に 亀 裂 が 入 ろ う と し て い る 。 こ こ で 踏 み と ど ま ら な

け れ ば な ら な い と い う 思 い が 強 く し て い る 。

⑦ そ う し た 状 況 に す ぐ に 有 効 性 を 発 揮 す る 対 処 法 が あ る わ け で は な い 。 そ れ ぞ れ が そ れ ぞ れ の 歴 史 や 文 化 を 担 っ て い る こ

と を 認 め 、 尊 重 し あ う こ と か ら 出 発 す る 以 外 に 道 は な い 。 そ う い う 姿 勢 を も ち な が ら 互 い に 対 話 す る こ と が 、 い ま 改 め て 求

め ら れ て い る の で は な い だ ろ う か 。 人 類 は こ れ ま で も 異 質 な も の に 触 れ 、 そ こ か ら 刺 激 を 受 け る こ と に よ っ て み ず か ら の

文 化 を 、 そ し て み ず か ら の 生 を 豊 か に し て き た 。 異 な っ た 文 化 や 考 え 方 は 、 お 互 い が お 互 い を 豊 か に し う る 源 泉 な の で あ

る 。 そ の 原 点 に い ま 立 ち 戻 る 必 要 を 強 く 感 じ て い る 。

藤 田 正 勝 『 日 本 文 化 を よ む　 ５ つ の キ ー ワ ー ド 』 岩 波 書 店

一 、
　

二 、
　

　
　

三 、
傍 線 部 （ ａ ） 〜 （ ｅ ） の カ タ カ ナ を 漢 字 に 直 し 、 解 答 欄 に 書 き な さ い 。

な お 、（ ｄ ） に つ い て は 、 送 り が な を 正 し く 付 け る こ と 。

　
七 段 構 成 の 文 章 を 内 容 の 上 か ら 三 つ に 区 切 る と す れ ば 、 最 も 適 切 な 区 切 り 方 は ど れ か 。

次 の ア 〜 オ か ら 選 び な さ い 。

　
ア　 〔 ① 〕 ― 〔 ② ③ ④ ⑤ 〕 ― 〔 ⑥ ⑦ 〕

イ　 〔 ① ② 〕 ― 〔 ③ ④ 〕 ― 〔 ⑤ ⑥ ⑦ 〕

ウ　 〔 ① ② 〕 ― 〔 ③ ④ ⑤ ⑥ 〕 ― 〔 ⑦ 〕

エ　 〔 ① ② ③ 〕 ― 〔 ④ ⑤ 〕 ― 〔 ⑥ ⑦ 〕

オ　 〔 ① ② ③ ④ 〕 ― 〔 ⑤ ⑥ 〕 ― 〔 ⑦ 〕

　
傍 線 部 （ １ ）「 驚 き を 消 化 し 、 自 己 の う ち に 内 化 し て い く プ ロ セ ス 」 を 具 体 的 に 説 明 し て い る 二 文 を 本 文 中 か ら 抜 き 出

し 、 は じ め と 終 わ り の 各 五 字 を 答 え な さ い 。 字 数 に 句 読 点 を 含 む 。

問 一

ゆ る や

（ 注 ）

（ 注 ） 軋 轢 （ あ つ れ き ） ― ― 人 の 仲 が 悪 く な る こ と 。 不 和 。
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　 飢 饉 と 言 え ば 、（　 Ⓐ　 ） 食 糧 問 題 で あ る 。 私 た ち の 祖 先 は 、 何 度 か そ れ を 経 験 し て い た が 、 当 然 の こ と な が ら 、 か れ ら も 食

品 保 存 を つ ね に 考 え て い た 。 私 た ち の 場 合 、 食 品 保 存 と い え ば 、 ま ず か ん づ め や ㋐ カ ン ソ ウ 食 品 が 頭 に う か ぶ 。 し か し 、 祖 先

た ち は ま ず 塩 蔵 食 品 を 考 え た 。 塩 は 細 胞 の 中 の 水 分 を 吸 収 す る 。

　 生 魚 に 塩 を か け て 水 分 を 取 り 、 た ん ぱ く と ㋑ セ ン イ 質 だ け を 残 し て 保 存 す る 。 く ん せ い と い う 方 法 も 知 っ て い た 。 今 日 で

も 残 っ て い る も の に 「 信 玄 み そ 」 が あ る 。 こ れ は み そ を 堅 く つ く っ て わ ら じ 状 に し 、 い ろ り や カ マ ド の あ る 部 屋 の 天 井 に つ

る し て お く 。（　 Ⓑ　 ） 、 タ ー ル が つ く 。 塩 蔵 さ れ た 上 に タ ー ル に よ る 保 存 が 加 わ る か ら 、 ひ じ ょ う に 長 期 の 保 存 に た え る 。 武

田 信 玄 が 死 ん で 四 百 年 だ が 、 こ の 信 玄 み そ は 今 日 で も じ ゅ う ぶ ん 、 食 べ ら れ る 。 大 豆 の た ん ぱ く と 食 塩 と を 四 百 年 も の 間 、

保 存 す る こ と は か ん づ め で も 不 可 能 だ ろ う 。

　 （　 Ⓒ　 ） 、 私 た ち の 祖 先 は こ れ だ け の 備 え で は 満 足 し な い 。 用 心 に 用 心 を 重 ね て 、 建 築 用 材 の 中 に 食 品 を ぬ り こ ん で い

る 。 土 か べ を 作 る と き に 入 れ る わ ら で あ る 。 わ ら の 根 本 の ほ う を 三 セ ン チ ぐ ら い の 長 さ に 切 っ て 、 泥 と ま ぜ て か べ に ぬ り こ

め て お く 。

　 さ て 、 飢 饉 に な っ た 。 塩 蔵 食 品 や く ん せ い 食 品 や つ け も の も 底 を つ い て く る と 、 か べ を く ず し て わ ら を 水 あ ら い し 、 そ の

わ ら を つ ぶ し て も う 一 度 、 汁 の よ う に せ ん じ て 飲 む 。 そ う す る と 、 で ん ぷ ん が と れ る 。

　 米 そ の も の の 保 存 で は 、 モ ミ の 状 態 に し て お い て も せ い ぜ い 十 年 、 米 だ と 三 、 四 年 で 栄 養 価 は 半 分 に な る 。 わ ら の 根 元 近

く に は 米 の 七 、 八 パ ー セ ン ト ぐ ら い の で ん ぷ ん 質 が あ り 、 こ れ は 百 年 、 二 百 年 の 保 存 に た え る の だ 。 そ れ を か れ ら は 知 っ て

い た の だ ろ う 。

　 （　 Ⓓ　 ） イ モ ガ ラ で あ る 。 サ ト イ モ の く き を ㋒ ア ん で し き も の 状 の も の を 作 り 、 細 か い 竹 を わ た し て 天 井 に 張 る 。 通 気 性

も あ る し 、 保 温 力 も 強 い 。 長 い 間 に は け む り も 通 っ て く ん せ い 状 に な る 。 飢 饉 の と き に は 、 そ れ を み そ 汁 に 入 れ て 食 べ た 。

　 そ の ほ か に 、 ご 飯 に ま ぜ る 増 量 材 、 た と え ば 大 根 葉 、 干 し 大 根 な ど も 多 く あ る 。 こ う し た 増 量 材 の 種 類 ば か り を あ げ た 書

物 ま で あ る ほ ど だ 。 こ の 本 に よ る と 、 飢 饉 の と き に は 何 で も 食 べ る 。 食 べ ら れ な い も の は な い 、 と 言 っ て い い ぐ ら い で あ る 。

　 松 の 木 の 甘 皮 。 こ れ に は ㋓ ジ ュ シ が 多 い 。 甘 皮 を 粉 に し 、 一 度 煮 て 、 上 に う か ん だ も の を 食 べ る と 、 で ん ぷ ん が と れ る 。 本

体 の 甘 皮 は 松 皮 だ ん ご と い っ て 、 う す で つ い て 、 だ ん ご に し て 食 べ る 。 松 の 皮 の だ ん ご だ 。 こ ん 虫 の 幼 虫 も 、 も ち ろ ん 食 べ

る 。

　 こ う し た す べ て の も の を 食 べ つ く し た あ と 、 最 後 に 備 え て あ る も の は 彼 岸 花 で あ る 。

　 墓 地 や 田 舎 の 海 岸 な ど に さ く 彼 岸 花 は 、 毒 だ と 教 え ら れ て い る 。 だ が 、 彼 岸 花 は 、 ⓐ 本 来 は 渡 来 植 物 で 、 オ ス 株 は 日 本 の 酸

性 土 壌 に 合 わ ず 、 メ ス 株 だ け が 残 っ た 。 十 年 間 で 一 メ ー ト ル ぐ ら い し か 自 分 の 領 分 を ふ や す こ と は で き な い 。（　 Ⓔ　 ） 、 あ

の 彼 岸 花 は 、 墓 地 や 川 の 土 手 に 勝 手 に 生 え て い る の で は な く 、 遠 く 、 祖 先 の だ れ か が 飢 饉 の と き を 考 え て 植 え た も の で あ

る 。 そ の 証 拠 に 、 道 路 や 村 落 、 墓 地 な ど の 人 間 活 動 の 周 辺 以 外 の 純 自 然 原 野 に は 、 日 本 で は こ の 植 物 は 見 ら れ な い 。 そ う し て 

毒 だ か ら さ わ っ て は い け な い と 言 い 伝 え て 、 不 慮 の 災 害 の 日 ま で 、 す く す く と 自 然 増 殖 で き る よ う な ㋔ ハ イ リ ョ を し て お

い た の で あ る 。

　 食 用 に す る の は そ の 球 根 で あ る 。 こ れ に は 、 も ち ろ ん ア ル カ ロ イ ド 毒 が あ る 。 だ が 、 水 に さ ら す と 、 と け て 無 毒 に な る 。 そ

し て 、 こ の 球 根 に は 多 量 の で ん ぷ ん 質 が ふ く ま れ て い る 。 た だ 、 も と も と が 毒 を ふ く ん で い る 危 険 な 食 品 な の で 、 安 易 に 食

べ た り は し な い ほ う が よ い 。

　 私 た ち の 祖 先 は 、 先 の こ と ま で し っ か り と 読 ん で い る と い う か 、 あ ん が い 、 ⓑ 今 日 の 私 た ち よ り り こ う だ っ た の で は あ る

ま い か 。 こ う し て 、 自 然 と の 困 難 な 戦 い に 勝 ち ぬ い て 、 何 千 年 か を 生 き の び て き た の で あ る 。
樋 口 清 之 『 梅 干 と 日 本 刀 』 祥 伝 社

問 二
四 、

　
五 、

傍 線 部 （ ２ ）「 そ れ 」 が 指 し て い る 内 容 を 、 文 章 中 か ら 十 五 字 以 内 で 抜 き 出 し な さ い 。

　
傍 線 部 （ ３ ）「 わ た し た ち が 長 い 時 間 を か け て 作 り あ げ て き た 営 み が 大 き な 危 機 に 直 面 し て い る 」 と は ど う い う こ と

か 。 本 文 に 即 し て 百 字 以 内 で 説 明 し な さ い 。

一 、
　

二 、
　

三 、
　

四 、
文 章 中 の ㋐ 〜 ㋔ の カ タ カ ナ を 漢 字 に 直 し 、 解 答 欄 に 書 き な さ い 。

　
文 章 中 の Ⓐ 〜 Ⓔ に 最 も よ く 当 て は ま る 語 句 を イ 〜 ホ か ら 選 び 記 号 を 記 せ 。

イ　 だ が　　　 ロ　 さ ら に　　　 ハ　 ま ず　　 ニ　 だ か ら　　 ホ　 す る と

　
文 章 中 の 傍 線 部 ⓐ の 根 拠 を 本 文 に 即 し て 八 十 字 以 内 で 述 べ な さ い 。

　
文 章 中 の 傍 線 部 ⓑ の 意 味 を 本 文 に 即 し て 百 字 以 内 で 述 べ な さ い 。
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英　　語
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数　　学

円錐B 全球C円柱A
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日　本　史

上の文中の下線部（a）（b）（c）に最も関係の深い事柄を、下の①～⑥の中から2つずつ選び番号で答えよ。（1）

産業革命はどこの国で始まったか。国名で答えよ。

オランダが植民地支配した東南アジアの国はどこか。現在の国名で答えよ。

上の文中の下線部について、次の各問いに答えよ。

（1）

（2）

（3）

文政8年（1825年）に出された異国船打ち払い令は、2つの国以外の全ての外国船の即時撃退を命じたものである。その2つ
の国の国名を答えよ。

①

薩摩藩などは、優秀な人材を欧州に派遣するなどして、藩の近代化を図っていくが、薩摩藩は生麦事件をきっかけに薩英戦
争を戦った。薩摩藩以外に外国軍隊と大規模な戦争した藩はどこか。当時の藩名で答えよ。

②

１．第二次世界大戦後の我が国の動きについて述べた次の文章を読み、各問いに答えよ。

２．明治維新に至るまでの経緯について述べた次の文章を読んで、各問いに答えよ。

　大航海時代や産業革命を経ながら、欧米列強は近代国家としての体制を整え、近代化の遅れた世界の国々、地域を植民地支配して

いった。日本にその荒波が押し寄せてきたのは18世紀の末から19世紀にかけてである。この外圧をはねのけようと幕府や藩は懸命

の努力を重ねたが、ついに我が国は開国を余儀なくされ、不平等条約を結ばされてしまった。この間、幕府は統治能力を失い、700年

余にわたる武家政治は終わりをつげた。

３．約700年余り続いた武家政権の動きについて述べた次の文章を読んで、各問いに答えよ。

　武家政治は、鎌倉に源頼朝が幕府を開いたところから始まる。源氏は結局、内部闘争から三代で滅び、そのあとは執権の（　Ａ　）氏

が幕府の中心を担った。

　その後、執権政治が弱まり、後醍醐天皇や楠木正成らの活躍で鎌倉幕府は倒れた。しかし、（　Ｂ　）が武家の中心となって後醍醐天

皇を政治の中心から退け、南北朝の時代が到来した。三代将軍の時に南北朝は合一したが、（Ｃ）守護大名の争いなどから京都は荒れ

果て、戦国時代に入っていった。

　この戦国時代を終わらせたのが、（Ｄ）織田信長、（Ｅ）豊臣秀吉、（Ｆ）徳川家康である。そして、江戸幕府を中心とした（Ｇ）幕藩体制

は約260年余続いた。

　戦後の我が国は、国際的な政治、経済などの大きな流れの中で歩んできたといえる。国際政治の大きな流れは、（a）冷戦の時代、（b）

冷戦の終結する時代、（c）中国が台頭する時代という流れでとらえることもできよう。我が国の経済活動に影響を与えた事柄として

は、（d）朝鮮戦争による特需、（e）オイルショック、（f）バブルの崩壊などがあげられる。

① ソビエト連邦の崩壊　　② 日米安全保障条約の締結　　③ バルト三国の独立

④ 香港の返還と経済発展　　⑤ 南シナ海の軍事的緊張　　⑥ NATOの成立

文中の（Ｂ）に当てはまる人物を下から選び番号で答えよ。（2）

① 新田義貞　　② 武田信玄　　③ 足利尊氏　　④ 石田光成　　⑤ 長曾我部元親

文中の下線部（Ｃ）は内乱がきっかけとなって起こった。この内乱を何というか。 次の中から選び番号で答えよ。（3）

① 壬申の乱　　② 応仁の乱　　③ 島原の乱　　④ 承久の乱　　⑤ 保元の乱

我が国の高度経済成長は、上の文中のどの時期になされたかを、下のア～エの中から選び記号で答えよ。（2）

ア （d）の前　　　イ （d）と（e）の間　　 ウ （e）と（f）の間　　 エ （f）の後

徳川家の最後の将軍の名を下のＡ～Ｄの中から選び、記号で答えよ。（4）

文中の（Ａ）に当てはまる語句を漢字2文字で答えよ。（1）

上の文中に「不平等条約を結ばされた」とあるが、明治期の外務大臣で、宮崎県日南市飫肥出身の、条約改正を成し遂げた人はだ
れか、人物名を答えよ。

（5）

ア　家康　　　イ　家光　　　ウ　家茂　　　エ　吉宗　　　オ　慶喜
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４．飛鳥時代、奈良時代、平安時代は仏教が興隆した。これらの時代の次の文章を読んで各問いに答えよ。

Ａ　この時代の初めに2人の僧が（　a　）に渡り仏教を学び、日本に帰国して日本的仏教を確立した。　真言密教はその一つである。

Ｂ　都には（　b　）、各地方には国分寺・国分尼寺が建てられ、鎮護国家の仏教が興隆した。その中心に　いたのが聖武天皇である。

Ｃ　仏教が日本に入ってきて50年以上経ち（ 　c 　）は法隆寺を建て仏典を講じた。

文中の下線部の（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、の3人の人物と最も関係の深い事柄を次の中から2つずつ選び記号で答えよ。（4）

ア　関ヶ原の戦いで勝利した。

イ　刀狩を実施し兵農分離を行った。

ウ　検地を行い全国の石高を計測した。

エ　戦国大名の今川義元との戦いに勝利した。

オ　楽市令を発し経済活動を発展させた。

カ　幼少期、織田氏や今川氏の人質になった。

文中の下線部（Ｇ）について、大名統制のための法令を次の中から選び記号で答えよ。（5）

Ａ、Ｂ、Ｃの文の表す時代を古い方から新しい方に順に並べて記号で答えよ。

左（古い）から右（新しい）に書くこと。

（ a ）に当てはまる中国の王朝名を次の中から選び漢字一文字で書け。

周　　漢　　晋　　隋　　唐　　宋　　元　　明　　清

（　b　）に入る寺の名称を答えよ。

（　　c　　）に入る人物名を答えよ。

Ａの文中に2人の僧とあるが、真言密教を我が国に伝えた僧はだれか。次の中から選び記号で答えよ。

ア　空海　　イ　日蓮　　ウ　親鸞　　エ　白隠　　オ　道元　　カ　栄西

Ａの頃、最澄は我が国の仏典の一大拠点として、また修行の場として延暦寺を建てたが、最澄の伝えた仏教の宗派を次の中から
選び記号で答えよ。

ア　時宗　　イ　臨済宗　　ウ　曹洞宗　　エ　律宗　　オ　天台宗

Ａの時代の説明として正しい文章を次の中から一つ選び記号で答えよ。

ア　氏姓制度の中で豪族が力を持った。

イ　国郡里の制度が始められ全国各地に駅が置かれた。

ウ　貴族による摂関政治が行われた。

エ　幕府がつくられ武家政治が始まった。

オ　学制によって教育制度が整えられた。

次の歴史書や文学などは、Ａ、Ｂ、Ｃどの時代に書かれたものか、記号で答えよ。

ア　日本書紀　　 イ　万葉集　　 ウ　源氏物語　　 エ　法華義疏

（　　c　　）の人物が活躍した頃の我が国及び我が国を取り巻く状況について正しく述べた文章を次の中から2つ選んで記号
で答えよ。

ア　朝鮮半島をめぐって日本は清と対立が深まり戦争に発展した。

イ　蘇我氏が勢力を伸ばすのを抑え推古天皇を中心とした国づくりを行った。

ウ　元が勢力を伸ばし日本に服従を求めてきた。

エ　邪馬台国が30数か国を従えていた。

オ　隋の煬帝に国書を送り対等な外交を展開した。

（　　c　　）の人物が活躍した頃から、我が国は中国の優れた律令制度などを取り入れようとして中国に留学生を送った。この
律令制度について次の2つの問いに答えよ。

ア　こののち中央の政治の仕組みとして2官8省が置かれるようになった。この2官とは、一つは神祇官であるが、もう一つは何か。

イ　律令の「律」とは何のことか。簡潔に答えよ。

（1）

（2）

　

（3）

（4）

（5）

（6）
　

（7）

　

　

　

　

　

（8）

（9）
　

　

　

　

　

　

（10）

ア 薪水給与令　　イ 徳政令　　ウ 生類憐みの令　　エ 武家諸法度　　オ 御成敗式目
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2019年度入学試験問題解答例

〔１〕

英語

1番目

b

2番目

e

3番目

c

4番目

ａ

5番目

d

My favorite animal is the panda. How about you?

That's more like it. I love tigers.

数学

国語

〔１〕

〔２〕

〔４〕

b d a c c
1

2

3

4

c d b a b

A B C D E

○ ○ ○ ○ ×

6 7 8 9 10

〇 × × × ×

1 2 3 4 5

乾燥 繊維 編 樹脂 配慮

〔２〕

問
１

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔

ハ ホ イ ロ ニ
問
２

Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ

厳格 冒頭 束縛 顧みる 基盤
問
１

⒜ ⒝ ⒞ ⒟ ⒠

［解答は受験者によって異なる］

d

e

問
５

～はじめ わたしたち 終わり のである。問
３

エ問
２

異なったものの見方や世界観問
４

Oh, really? What did they do?

That's nice. Anything else?

Oooo, snakes! I don't like snakes.

〔３〕　（解答は受験者によって異なる。以下は解答例）

a

b

c

① ② ③ ④ ⑤

（解答例）これまで他者は自らの文化を豊かにする源泉
として受容し共存する存在であった。しかしグローバ
ル化以降、他者と対立し排除することで自らを確認し
ようとする風潮が生まれ、文化や他者との共存が危う
くなっている。

問
３

道路や村落、墓地などの人間活動の周辺以外の純自然
原野には、日本ではこの植物は見られないし、オス株は
日本の酸性土壌に合わず、メス株だけが残っているこ
と。

問
４

祖先たちは塩蔵食品を考え、わらを建築用材の中にぬ
りこみ、大根葉等のご飯にまぜる増量材も考え出した。
そして、最後の手段として、外来の植物である彼岸花も
導入し、さまざまな飢饉への対策をしていたこと。

（1）

a

（2）

d

（3）

d

（4）

c

（5）

ｂ

（6）

a

（7）

c

（8）

ｂ

（9）

c

（10）

a
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〔２〕

C

エ

A

ウ

B

イ

B

ア

日本史

〔１〕

② ⑥ ① ③ ④ ⑤

a b c

a～cは順不同でも可

ア（10） 太政官 イ 刑罰のきまり

① 清（中国） 長州（藩）オランダ（3） ②

（1）

エ オ イ ウ カ ア

D～Fは順不同でも可

（2） イ

（1） イギリス （2） インドネシア

〔４〕

（1） C → B → A （2） 唐

（3） 東大寺

（9） イ オ

（4） 聖徳太子

〔３〕

（1） 北条 （2） ③ （3） ②

（5） ア （6） オ （7） ウ

エ

オ 小村寿太郎（4） （5）

（4）
D E F

（5）

（8）
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